
ノンホルマーク 
平成13年 

り岩A切l勿励 
闘 催 

老若男廿 

ほっかぶりに挑戦 

九
月
十
五
日
、
「
祝
・
岩
木川
の
日
」
（
岩
木川

と
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
五
所
川
原
支
部

主
催
）
が
岩
木
川
河
川
敷
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
、家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

大
正
十
年
九
月
十
五
日

に
国
直
轄
事
業
の

岩
木
川
改
修
工
事
起
工
式
が

行
わ
れ
た
の
に

ち
な
み
、市
民
の
記
憶
に
と
ど
め
よ
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
今
回
が
三
回
目
に
な

り

ま
す
。
 

前
夜
祭
と
し
て
十
四
日
に
は

河
川
敷
に
テ

ン
ト
を
張
り
な
が
ら
一
晩
楽
し

く
過
ご
し
、
翌

十
五
日
は
、
出
店
や
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
並

ん
で
い
る
な
か
、
タ
オ
ル
を
顔
に
か
ぶ

る
「
ほ

っ
か
ぶ
り
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
老
若
男

女
の
十
三
人
が
自
慢
の
か
ぶ

り
方
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
観
客
全
員
が
ほ
っ
か
ぶ
り
を
し
て
い

る
会
場
で
は
参
加
者
が
悪
戦
苦
闘
し

て
い
る

姿
を
見
て
笑
い
声
や
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
 

ま
た
、
じ
ゃ

っ
こ
つ
か
み
大
会
、
か
に
の
レ
 

ー
ス
、乗
馬
体
験
で
は
、
親
子
連
れ

の
喜
び
の

声
が
響
き
、
犬
の
し
つ
け
コ
ー
ナ
ー
で
は
自
分

の
犬
を
ど
の
よ
う
に
し

つ
け
た
ら
よ
い
か
講

師
に
盛
ん
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
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ひと 	ひと 

女と男互いに人権を尊重 

五胴順市男女六鵬画フラン 

基本目標3 男女が共にゆとりをもって働く環境作り 

主要課題1 雇用等の分野における男女平等の推進 
女性が職業をもつことは、女性の経済的自立や自己表現が図れるばかりでなく、少子高齢社会においては、 

ますます女性労働者への期待が高まると思われます。 

近年、働く女性が増加する傾向にありますが、いまだに採用、賃金、昇進等の面で男性が優遇されています。 

賃金を取り上げて見ると、最近では初任給の男女格差はほとんどなくなりましたが、勤務年数が長くなるほ

ど格差は大きくなります。 

~ これは、「男は仕事、女は家庭」 の性別役割分担にもとづく雇用管理による 「男性は生活維持者」 「女性は家 

’ 計補助者」 という考え方が根底にあります。昇給・昇格の不平等、教育訓練の差別、勤続年数や出産・育児な

どによる勤務中断後の再就職などの問題も賃金格差となって表れています。 

1999年 4 月男女雇用機会均等法が改正され、性による差別は明確に禁止され、セクシュアルハラスメントの

防止を事業主の配慮義務としています。 

男女が共に家庭責任を担いながら、職場での雇用の平等を実現していくために、法制度の情報や、技能・技

術の習得への情報の提供を行うと共に、男女の平等な就労環境の整備に向けて事業主、雇用主へ啓発すること

も重要です。 

主要課題2 働き続けるための支援体制の整備 

 

少子高齢化、世帯人員数の減少が進行する中で、家事・育児・介護等の家庭責任において、依然女性が多く

の責任を負わなければならず、働き続けることを望みながらも退職を余儀なくされている状況があります。 

働く男女が、仕事と家庭生活を両立させるには、パートナー同士の協力、とりわけ男性の積極的な家事参加

が不可欠ですが、それに加えて社会的な支援体制の整備が重要です。 

次代を担う子供達を健やかに育てるためには、年齢や成長段階等における多様なニーズに対応することが望

まれます。本市においても、平成10年 4 月に仕事と育児の両立支援の場として、フアミリ・サポートセンター 

を設置しました。 

」一 また、市内にある19カ所の保育園のうち、 4 カ所の保育園で延長保育を、 2 カ所の保育園で休日保育を行っ

て ております。放課後、就労等で両親が留守となる家庭の小学校低学年児童の放課後対策も、放課後児童クラブ’ 

として12クラブを設置しています。 

これらの、保育サービスの充実を図ることはもとより、子育て中の労働時間短縮や育児・介護休業の取得の

促進など職場の支援体制も必要です。 

さらに、男女が働き続けるためには、心身ともに健康であることが大切であり、一人ひとりが健康で生きて

いける社会を作っていかなければなりません。 

主要課題3 農業における女性の就業条件の整備 

 

本市の、農業就業人口の半分以上は女性が占めており、農業生産において女性が重要な役割を果たしています。 

また、農産物加工への取組みや、地域の諸行事等への参加により、地域の活性化に貢献しています。 

この他に、農業に従事する女性は家庭における家事・育児・介護等でも中心的な役割を果たしており、農業

生産、家庭の両面で相当な負担がかっていることがうかがわれます。 

農業従事者や自営業における家事従事者は、労働時間や休日等が不明確となりがちで、働き方において公私

の境があいまいなため女性も労働に見合った報酬を得ておらず、経営や事業運営の方針決定等も多くは男性中 

心で行われています。 

今後、このような事態を改善し、女性の参画を推進するためには、農業協同組合など各種組織の役員への女 

性の積極的な参画、登用の促進を図るとともに、農業生産面でも経営、技術能力に優れた女性農業者の育成を 

図っていかなければなりません。 

また、地域農業振興のための諸活動における役割の向トに努めるとともに、女性の役割の重要性を啓発して 

いくことが必要です。 
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むかしの農家生活 

・むかしは手作業で大変だった 
	

・娘時代から農作業を手伝ってきたので苦にならなかった 

・農家の仕事がわからず苦労した ・子供の頃から農業に憧れていた ・昔の嫁はあまり自由がなかった 

五所川原市男女共同参画社会に向けて（H 12.7.6) 

農村で働く女性のワークショップ「夢のある農業」 

男廿共同で勉強する場が欲しい 時i用消非認抑嵐柵 f姉骨． 廿性の声を大切にして欲しい 
F   

夫婦で農業経営 生活の役割分担 知識・技術の習得 老後の豊かな暮らし 

夫婦一緒に農業経営をし 家事から解放されたい 野菜作りを上手に出来る 年金で習い事をしたい 
たい 家事の役割分担をしたい 

知識を得たい 
生涯現役、最後まで元気 

加工に力を入れて所得を 
ニ世帯住宅が欲しい 料理の知識を得たい で働いて、おいしい物を 

あげたい 
ー日30時間欲しい 

―般教養を身につけたい 
食べて過ごしたい 

自由に使える加工所が欲

しい 花をいっぱい植えてみた 
趣味をもちたい 夫婦でのんびり旅行がし

たい 
し、 いろいろ学習する場が欲 

農休日が欲しい 
しい 

休日は家族全員でとる 嫁・姑関係 
夫婦で海外旅行がしたい 自分がして欲しかったことを嫁にしてあげたい 	姑が出歩くと嫁も出やすくなる 

市 へ の お 願 い 

・道路の整備、子供達の遊び場が欲しい ・川山公園の刈り払い 

・特産品の販売所が欲しい 	 ・直売所に冷蔵庫が欲しい 

・物事には順序があるので政治力でかたづけるな 

JAごしょがわらへのお願い 

・農協の側に直売所が欲しい 

・気軽に利用できるJAになって欲しい 

  

やっばり農業が一番すばらしい！子供達に伝えよう！ 
II  

農 業・農 村 の 現 状 

農業経営が困難 

農業経営が大変 
・設備投資 ・機械が高い 

農機具の自家在庫 

機械化貧乏（高価格なため） 

水田は経費がかかり大変 

価格が安定しない 

現金収入を得るために外に仕事に

出ている人が多い 

農家でも常に勉強が必要で、消費
者ニーズにあった販売が望まれて

し、る 

農 業 感 

現状の農業に魅力を感じない 

心と体にゆとりがない 

自分の時間が思うようにとれない 

後継者がいない 

農業の将来性がわからないから若

い人が従事しない 

農業には定年がない 

農業は人に気をつかわずにすむ 

夫婦ニ人で働きたいと思って農家

に嫁いだ 

農 村 環 境 

長男の嫁さん達で旅行している 

若いお母さん達は自分のための自

分の勉強に積極性が足りない 

好きな踊りや料理を楽しんでいる 

直売に出品して小遣いが出来てう

れしい 

村の都市化で子供達の非行が増加

している 

高瀬のゴミ処理場をなくして欲し

い（臭いがする） 

―人暮らしのお年寄りへの訪間 

平成12年 7 月 6 日、「夢ある農業」をテーマにワークショップ（自由に意見交換）を開催いたしました。下記

はその内容をまとめたものです。 

農業における女性の貢献度は大きい割に評価されていない部分も大きく、地域において希望をもって仕事が

できる環境整備も重要な課題となっています。 
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「米
国
同
時
テ
ロ
被
災
者

救
援
金
」
受
付
中
 

第
二
十
九
回
青
森
県
交
 

通
安
全
母
の
〈
蓮
吏
 

西
北
五
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
 

九
月
五
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い

て
第
二
十
九
回
青
森
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
西
北
五
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

地
域
の
母
の
会
活動
の
質
の
向
上
と

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
し
た
研
修
会

は
、
近
隣
十
五
市
町
村
の
会
員
約
三
百

人
が
集
ま
り
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

会
の
運
営
や
暴
走
族
な
ど
の
交
通
問
題

に
つ
い
て
の
実態
報
告
を
含
め
活
発
な

討
議
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

の
宮
崎
妙
子
会
長
は
、
「研
修
会
で
学

ん
だ
こ
と
が
明
日
か
ら
の
活
動
の
糧
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

去
る
九
月
十
一
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
 

国
に
お
い
て
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、
 

多
数
の
人
的
被
害
等
を
も
た
ら
し
ま
し
 

た
。
当
支
部
で
は
、被
災
地
で
の
窮
状
 

に
鑑
み
、
被
災
者
救
援
の
た
め
次
の
と
 

お
り
救
援
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 

十
月
十
七
日
困
ま
で
 

◇
受
付
方
法
 

【直
接
お
持
ち
に
な
る
場
合
】
 

①
市
福
祉
事
務
所
生
活福
祉
課
へ
 

②
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支部
へ
 

（
青
森市
長
島
一
丁
目
三
番
一
号
）
 

※
銀
行
送
金
の
場
合
（
送
金手
数
料
は
 

無
料
と
な
り
ま
す）
 

①
青
森
銀
行
 
新
町
支
店
 

普
通
口
座
 
1
6
0
0
0
番
 

②
み
ち
の
く
銀
行
 
青
森
支
店
 

普
通
口
座
  
4
2
0
0
8
8
8
番
 

口
座
名
義
 

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
 

支
部
長
 
木
村
 
守
男
 

※
銀
行
送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
ほ
か
の
 

義
援
金
と
区
別
す
る
た
め
必
ず
名
前
 

記
入
欄
冒
頭
に
「
米
国
同
時
テ
ロ
被
 

災
者
救
援
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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、
 

J
 

第
九
回
 
鹿
角
民
謡

全
国
大
会

お
こ
さ
の
部
で
優
勝
し

た
 

小
川
 
聡

さ
ん
 

市
長
を
表
敬
訪
問
 

イ
 

、
 

九
月
九
日
に
鹿
角
市
十
和
田
市
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
鹿
角
民

謡
全
国
大
会
お
こ
さ
節
の
部
で
優
勝
し

た
小
川
聡
さ
ん

（
太刀
打
）
が
翌
十
日
、
 

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

小
川
さ
ん
は
、
平
成
四
年
の
文
部
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
の
を
は
じ
め
今
ま
で

様
々
な
大
会
に出
場
し
上
位
入
賞
し
て

い
る
つ
わ
も
の
で
す
。
 

今
回
優
勝
し
た
お
こ
さ
節
は
、
特
に

高
音
e
声
の
出
し
方
が
難
し
い
女
の
人

が
得
意
と
す
る
歌
で
、
小
川
さ
ん
は
、
 

「八
年
前
の
大
病
を
克
服
し
て
の
優
勝

で
す
の
で
、
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
練
習

に
精
進
し
大
い
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
 

善
意
の
花
か
こ
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
三
好
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（小
野
 

稔
会
長
）
妻
可贈
（
バ
ナ
ナ
三
箱
）
。
 

〇
J
F
T
D
青
森
地
区
会
H
寄
贈
（
生
 

花
飾
り
花
フ
ラ
ワ
ー
盛
か
ご
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
朝
野
球
協
会
「
愛
の
一
球

募
金
」
（
成田
光
昭
会
長）
H
九
万
六

千
二
百
円
。
 

〇
福
士
孝
一
さ
ん
（
岩
木
町
十
六
の

三
）
H
寄
贈
（
車
椅
子
四
台
）
。
 

〇
五
所
川
原
飲
料
店
組
合
（
畠
山
三
郎

理
事
長
）
H
四
万
二
千
六
百
七
十
一
一

円
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事務
所
（
嶋
谷
敏
税

理
士
）
H
二
十
二
万
円
（
事務
所
創

立
二
十
二
周
年
記
念
）
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（
東津
軽
郡
平
内

町
）
H
l
l
l
十
万
円
（
大和
山
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

⑨
立
侯
武
多
の
館
へ
 

〇
青
山
サ
ョ
さ
ん
（
新
町三
六
）
H
一
一

十
万
円

（百
歳
の
お
祝
い
と
して
）
。
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
片

岡
貞
雄
会
長
）
H
五
万
円
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
益
金
と
し
て
）
。
 

〇
五
所
川
原
歌
の
親和
会
（
奈
良
一
雄

会
長
）
H
三
万
六
千
三
十
円
（
青
森

県
歌
謡
選
手権
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金

と
し
て
）
。
 

同
会
で
は
、昨
年
も
美
術
館
建
設
促

進
期
成
会
へ
四
万
千
五
百
五
十
五
円
を

寄
付
し
て
い
ま
す
0
 

立倭武多の館に役立ててと寄付する 
片岡会長と上田昌鷹幹司 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
「」ざ
い
ま
し
た
5
 

五所川原歌の親和会 奈良会長（中） 



潤
い
の
あ
る
文
化
的
な
 

ま
ち
づ
く
り
に
こ

協
カ
を
 

第
5
回
 
五
所
川
原
市
立
美
術

館

建
設
促
進
チ
ャ

リ
テ
ィ

美
術
展
 

事
務
局
 
公
（3
4)
3
1
9
ー
 

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？
 

市
民
課
 内
線
2
2
0
・2
2
1
 

税
金
の
相
談
日
の
お
知
ら
せ
 

〈
お気
軽
に
ご
利
用
を
〉
 

税
務
課
  

内
線
4
2
1
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
0日
困

・
1
1月
7
日
困
 

1
2月
1
2日
困

・
1
3年
1
月
9
日
困
 

9
時
3
0分

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
 

青
森
分
室
相
談
官
 

か
0
1
7

(
72
3
)
2
3
7
9
 

ス
フ
月
の
相
談
日
】
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●
1
0月
9

・
2
3日
因
 
1
0時

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
な
ど
（
 

の
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
1日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

1
0月
2
5日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の

相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

公
（
3
4)
2
1
0
8
 

叫
（3
4)
7
5
1
6
 

納
税
証
明
書
を
 

請
求
さ
れ
る
皆
様
へ
 

五
所
川
原
税
務
署
管
理
・
徴
収
部
門

公
（
3
4)
3
1
3
7
 

税
務
署
に
お
い
て
申
告
所
得
税
、
法

人
税
等
に
係
る
所
得
金
額
、
納
付
税
額

等
の
証
明
書
（
納
税
証
明
書
）
を
請
求

す
る
際
に
は
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す

る
収
入
印
紙
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

来
署
さ
れ
る
前
に
手
数
料
相
当
額
の
収

入
印
紙
を
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
手
数
料
の
計
算
方
法
等
、
）」
 

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

出
品
作
品
の
販
売
益
金
の
一
部
は
、
 

五
所
川
原
市
立
美
術
館
建
設
基
金
に
寄

付
さ
れ
ま
す
。
 

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成
1
4年
4
月
 

1
日
で
す
。
 

◇
対
象
者
 
平
成
7
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
1
1年
3
月
3
1日
ま
で
の
間
に
、
 

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
者
が
遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た
方

で
平
成
1
1年
4
月
1
日
に
お
け
る
戦

没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親
族
で

ま
だ
、
請
求
を
し
て
い
な
い
方
。
 

◇
給
付
内
容
 
額
面
2
4万
円
 

6
年
償
還
の
記
名
国
債

◇
受
付
 
市
民
課
市
民
係
窓
ロ
①
番
 

特
別
給
付
金
が

戦
傷
病
者
等
の

妻
の
方
へ
支
給
さ
れ
ま
す
 

市
民
課
 
内
線

2
2
0
・
2
2
1
 

⑨
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
戦
傷
病

者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
又
は
同
日
以

降
じ
後
重
症
に
よ
り
第
5
款
症
以
上

の
戦
傷
病
者
等
と
な
ら
れ
た
方
の
妻

で
あ
っ
て
、
平
成
1
3年
4
月
1
日
に

お
い
て
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
 

5
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け

て
い
た
方
。
 

・

額
面
1
5万
円
（
軽
症
者
半
額
）
 

・

5
年
償
還
の
国
債
 

⑨
平
成
8
年
5
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
 
 

た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻
で

あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が

平
成
5
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
8
年
 

9
月
3
0日
ま
で
の
間
に
公
務
傷
病
以

外
の
原
因
に
よ
り
死
亡

（
平病
死
）
 

さ
れ
た
方
。
 

・

額
面
5
万
円
 

・

5
年
償
還
の
国
債
 

◇
請
求
期
間
 

1
0月
1
日
、
平
成
1
6年
9
月
3
0日
 

◇
受
付
 
市
民
課
市
民
係
窓
ロ
①
番
 ノ

 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日程
に
 

●
1
0月
1
9日
圏
、
2
2日
囲
 

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

1
0時
、
1
8時
（
最
終
日
は
1
7時
ま
で
）
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を実
施
し
ま
す
。
 

中
三
デ
パ
ー
ト
五
所
川
原
店
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

6
階
催
事
場
 

1
0月
9
日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

◇
出
品
者
 
趣
旨
に
賛
同
す
る
地
域
内
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

の
画
家
、
書
家
、
歌
人
、
俳
人
、
柳
 

1
0月
2
6日
国
 
1
3時

、
1
4時
 
人

等
 

全国地域安全運動力始まクます！ 
◇運動期間 10月11日困- 20日出 

◇重点推進事項 	 工Lか呪,/ 
1. 女性・子どもに対する安全対策の推進 

「子ども・女性110番の家」の設置促進 	×”JvIlユ 

2. 地域環境の点検・改善活動の推進 
「道路、公園、駐車・駐輪場及び公衆トイレの点検・改善活動」 

3. 深夜スーパー及び金融機関等の防犯対策の推進 
「警ら・警戒活動の強化と防犯指導の徹底」 

◇少年に関しての悩みや相談はヤングテレホンハ、 
ft 33-7676 （五所川原警察署） 

みんなでつくろう
安心の街 

× 

5 平成13年10月1日 	五所川原市役所 公35-21 11 



秋
の
火
災

予
防
運
動
の
お

知
ら
せ
 

(0
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年10月 1日 

県
営
住
宅

（
新宮
団
地
）
 

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
建
築
指
導
課

交

3
4)
21
1
1
 内
線
2
8
3
 

5
最
低
賃
金
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
5
 

青
森
労
働
局
賃
金
室
 

公

0
1
7
（
川
）
4
1
1
4
 

青
森
県
の
新
し
い
最
低
賃
金
は
、
平

成
1
3年
1
0月
1
日
か
ら
効
力
が
発
生
し

適
用
さ
れ
ま
す
。
 

新
最
低
賃
金
は
日
額
で
4
8
3
0円
、
 

時
間
額
は
6
0
4
円
と
な
り
ま
す
。
 

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
 

使
用
者
は
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で

労
働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定

め
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
た
め
最
低
賃
金
は
、
一
部
業
種

を
除
き
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者

（
正
職員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
 

ア
ル
バ
イ
ト
）
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
 

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
に
つ
い
て
常

時
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
を
す
る
か
、
 

そ
の
他
の
方
法
で
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ね
ぷ
た
灘

子
講
習
会
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
唯
子
保
存
会
事
務
局
 

観
光
課

堀
内

内
線
3
9
2
 

●

1
0月
・
1
1月
の
第
1
日
曜
日
 

1
9時

、
2
0時
 

立
侵
武
多
製
作
所
に
て
講
習
会
を
開
 

催
し
ま
す
。
 

※
申
し
込
み
不
要
 

平
成
1
4年
に
使
用
す
る
農
業
用
軽
油

引
取
税
免
税
証
の
交
付
申
請
を
次
に
よ

り
受
付
し
ま
す
。
 

●
1
1月
8
日
困
 
9
時

、
1
5時
 

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
 

1
階
相
談
室

（
五所
川
原
市
栄
町
辺

※
申
請
用
紙
は
県
税
事
務
所
、
各
農
業

協
同
組
合
及
び
石
油
製
品
の
販
売
店

に
あ
り
ま
す
。
農
協
、
販
売
店
に
申

請
書
の
提
出
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、
 

申
請
書
の
受
付
日
の
前
に
農
協
、
販

売
店
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

雇
用
創
出
セ
、I
Iナー
 

開
催
の
こ
案
内
 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

ゃ
、
創
業
、
新
分
野
展
開
を
目
指
す
企

業
、
個
人
の
た
め
に
、
新
規
開
業
の
心

構
え
と
成
功
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
事

業
発
展
の
た
め
の
知
識
と
戦
略
を
経
験

豊
か
な
講
師
を
招
い
て
学
び
、
雇
用
環

境
整
備
・
経
営
基
盤
整
備
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
0月
9
日
因
 
1
3時
3
0分

、
 

弘
前
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
・
東
部
 
 

公
民
館
2
階
 
第
2
・
第
3
会
議
室
 

◇
テ

ー
マ
 
「
新
規
開
業
の
心
構
え
と
 

成
功
へ
の
ポ
イ
ン
ト
」
 

◇
講
師
 
山
下
 
康
博
氏
 

囲
セ
ミ
ナ
ー
青
森
代
表
取
締
役
 

◇
対
象
者
 
経
営
者
、
管
理
者
及
び
創
 

業
を
考
え
て
い
る
方
 

◇
定
員
 
3
0人
程
度
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
先
 
青
森
セ
ン
タ
ー
企
画
部
門
 

ま
で
 

※
講
演
終
了
後
助
成
制
度
説
明
・
相
談
 

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

×
募
集
期
間
 
1
0月
9
日
因
、
2
6日
国

◇
所
在
地
 
若
葉
3
丁
目
地
内
 

◇
募
集
す
る
住
宅
の
概
要
 
木
造
2
階

建
及
び
木
造
2
階

一
部
平
屋
建
 

・

2
階
建

3
L
D
K

、
7
9・翌

m
（
長屋
）
 

・

平
屋
建

2
L
D
K、
6
0・
距
m
（
長屋
）
 

◇
募
集
戸
数
 
2
階
建
 
7
一戸
 

平
屋
建
 
2
一P
 

◇
そ
の
他
 
入
居
す
る
に
は
入
居
基
準

が
あ
り
ま
す
。
家
賃
は
収
入
に
応
じ

て
決
定
さ
れ
、
2
階
建
て
は
2
6
0
 

0
0
円
か
ら
4
3
1
0
0円
程
度
、
 

平
屋
建
て
は
1
9
5
0
0
円
か
ら
3
 

2
3
0
0
円
程
度
で
す
。
 

県
下
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
並
び
に
五
所
川
原
消
防
署
で
は
防
火
 

P
R
の
た
め
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等
を

実
施
し
ま
す
。
 

●

1
0月
1
5日
囲

、
2
1日
回
 

◇
統
一
標
語
 

『た
し
か
め
て
。
 

火
を
消
し
て
か
ら
 
次
の
こ
と
』
 

◇
主
な
行
事
 

●

1
0月
1
5日
⑧
 
9
時
、
1
2時
 

・

消
防
署
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

●

1
0月
1
6日
因
 
9
時

、
1
2時
 

・

消
防
団
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

●

1
0月
1
7日
困
 
1
0時

、
1
1時
 

・

一
日
消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防

災
協
会
並
び
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
街
頭
パ
レ
ー
ド
 

住
宅
防
火
 
い
の

ち
を

守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

⑨
3
つ
の
習
慣
 

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
ゃ
め
る
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
は
な
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・ガ
ス
こ
ん
ろ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
 

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

⑨
4
つ
の
対
策
 ・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
 
 

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

・

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す
る
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。
 

・

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

古
く
な
っ
た
消
火
器
の
 

回
収
に

つ
い
て
 

最
近
、
腐
食
し
た
消
火
器
の
破
裂
等

に
よ
る
人
身
事
故
が
全
国
的
に
相
次
い

で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
本

部
で
は
事
故
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
 

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
回
収
推
進
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

古
く
な
り
腐
食
等
が
見
ら
れ
る
消
火

器
は
、
岡
青
森
県
消
防
設
備
保
守
協
会

の
協
力
に
よ
り
処
分
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

処
分
を
希
望
さ
れ
る
方
は
『
消
防
本
部

予
防
課
』
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
処

分
料
は
有
料
（
約
千
円
）
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
住
宅
防
火
対
策
の
一
環
と
し

て
一
世
帯
一
本
の
消
火
器
の
普
及
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
消
火
器
の
不
法
販
売
等
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

《
 

r
 



県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
 ー
T
講
習
係

公

0
1
7

（
知
）
2
3
5
9
 

ー
T
講
習
会
の
ご
案
内
 

（
ゼ口
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
 

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

図
書
館
 
公
（
3
4)
4
3
3
4
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 

内
線
2
3
4
・
2
3
6
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
で
 

仲
間
づ
く
り
H
一
 

●

1
1月
7
日
困
、
1
3日
因
（
但
し
土
日

は
休
み
）
 
1
8時
、
2
0時
 

県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校

◇
内
容
 
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
、
イ
ン
タ
 

ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
、
ワ
ー
プ
ロ

※
9
月
に

一
度
実
施
し
ま
し
た
が
、
内

容
は
1
回
目
と
全
く
同
じ
で
す
。
 

◇
受
講
料
 

資
料
代
と
し
て
1
、
0
0
0
円
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ず
フ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
五
所
川

原
お
は
な
し
“
ぽ
ぽ
ん
た
ク
」
によ
る
お

は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
1
0月
2
0日
田
 

1
4時
3
0分

、
1
5時
3
0分

図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「く
だ
も
の
」
 

◇
申
込
先
 
〒
0
3
0
1
8
5
4
0
 

妊
婦
さ
ん
は
、
ご
家
族
の
方
、
興
味

青
森
市
新
町
2
1
3
1
1
 

の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
。
調
理

青
森
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
 
実

習
を
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
 

社
会
教
育
班
 
I
T
講
習
係
 

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

廿
0
1
7
(m
)
2
3
5
9
 

●
1
0月
1
2日
国
 

隠
0
1
7
(m
)2
3
6
0
 

9
時
3
0分

、
1
3時
 

E
メ
ー
ル
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

百
弓
tsu出
⑤
e
du
ca
§

・F
e
fa
o
m
o
n

j
P
 ◇
内
容
 

◇
締
切
 
1
0月
1
7日
困
 

手
軽
で
簡
単
ー
 
鉄
分

・
カ
ル
シ
ウ
 

◇
申
込
み
方
法
 
郵
便
番
号
・
住
所
・
 

ム
が
豊
富
な
メ
ニ
ュ

ー
 

氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
受
講
を
 

◇
講
師
 
は
つ
ら
つ
女
性
課
栄
養
士
 

希
望
す
る
学
校
名
を
明
記
の
上
、
は
 

◇
料
金
 
材
料
費
一
部
自
己
負
担
 

が
き
、
F
A
X

、
電
子
メ
ー
ル
の
い
 
◇

申
込
締
切
 
開
催
日
前
日
ま
で
 

ず
れ
か
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
て
 
※
お
子

様
づ
れ
の
方
は
、
託
児
室
を
準
 

決
定
い
た
し
ま
す
。
 

備
し
て
ま
す
。
 

図書館からあれこれ 

着物でも着てみましようか？ 

さわやかな秋風。薄の原に紬の着物。和服の女

性は魅力的。でも、結構面倒くさいのですよね、 

いろいろと。それなら、気分だけでも味わえる本

をご紹介しましょう。 

まずは着物デザイナーでもあった宇野千代の 

「私のきもの人生」。さすがに実際的で細い帯で簡

単に着られる方法や今、流行の浴衣で外出なども

書いてあります。もう、少し古いところで幸田文。 

そのものすばり「きもの」 という小説があります。 

着物が主役の小説です。作者自身が着物に並々な

らぬ関心を持っていたからでしょう。娘さんの青

木玉が書いた「幸田文の箪笥の弓は出し」という

本があって、幸田文の持っていた着物をのぞくこ

とができます。 

瀬戸内寂聴の 「いよいよ華やぐ」は主人公が俳

句を作る美しい老女でお友達として斬新な呉服屋

さん（青森出身となっております）が登場。いろ

いろな着物が楽しめます。同じ作者で短編集「花

情」。「源氏物語」の初音の巻で明石の上に源氏が

見立てた着物、それと同じ着物を着たいと思った

女性がでてきます。さてどんな着物でしょうか？ 

男性の作家で着物に詳しいのは泡坂妻夫。推理

作家で手品は玄人はだし、そしてかつては紋章絵

師（紋付きに家紋を描く職人さん）。それこそ、 

着物もプロの目でとぎすまされた感覚。「折鶴」 

「陰桔梗」「比翼」題名もしっとりしたすてきな本

ばかりです。 

読んだ後、実際着たくなった方用に帯結びや着

付けの本もございます。 

オルテンシア10月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33-21 11 

［
口
 

曜日 催 	 物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

11 木
  

五所川原第 ‘り告学校 
『芸術鑑賞』 

13:30 関 係 者 

16 火
  

五所川原高等学校 
古典芸能鑑賞 

13:30 関 係 者 

20 土
  

一中祭 
合唱部・吹奏楽部定期演奏会 14:00 無 	料 

24 水
  

わ
 

・
ら、

こ
 
びュ

 

座
一
 
公
ジ
 
演

カ
 
レ
 
龍
 

巴
」
 
 

18:30 

前売 

指定席 5,000円
自由席 4,000円
敵生肝 1,000円
※当日は500円増 

27 土
  

第 5 回 
五十嵐由香ピアノ教室発表会 

13:00 無 	料 

28 日 西北五合唱祭 12:30 無 	料 

31 水
  

市内小・中学生 音楽発表会 9 :30 無 	料 

小
 

」
 
 

6 土 アンサンブルコンテスト 14:30 無 	料 

7
  

日
  

2001 	YMコンサート 13:30 無 	料 

8 月 アカネバレエ教室発表会 13:30 無 	料 

10 水
  

青森県視聴覚・ 
情報教育研究大会 13:30 関 係 者 

小
 

ー
 

ル
  

11 木
  

西北五地域保健医療推進協議
会及び保健対策部会合同会議 13:30 関 係 者 

20 土
  

歌と芝居のショウ 
『 2 時間20分の愛』 18:00 当日 1,000円 

21 日
  

日本舞踊 綾扇会発表会 12:30 無 	料 

23 火 社会保険実務研修会 13:00 関 係 者 

25 木 福祉用具普及講演会 13:00 無 	料 

27 土 ピアノ発表会 14:30 無 	料 

28 口
］
 
 

塚本悦子＆ 
原田初美ピアノ教室発表会 13:45 無 	料 

7 平成13年10月 1日 	五所川原市役所 公35-2111 



平
成
1
4年
度
生
募
集
案
内
 

稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
 

有
効
に
活
用
し
ま
し
よ
う
 

保
険
料
を
忘
れ
ず
に
 

国
保

年
金

課
 

内
線

2
1
1
5
2
1
3
 

8
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年10月 1日 

『
み
んな
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
 

展
示
紹
介
 

中
央
公
民
館
 
費
（3
5)
6
0
5
6
 

●

m
月
2
日
因
、
1
4日
回
 

中
央
公
民
館
 
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

『開
米
武
彦
 
、
俳
句
色
紙
展
亡
 

※
市
内
飯
詰
在
住
の
開
米武
彦
さ
ん
の

俳
句
色
紙
展
 

「み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

若
年
者
雇
用
奨
励
金
交
付
 

日
呈
月
《
」
ナ
土
冗
そ

一
 

E
一
」
ロ
！

一一
．名
却
一一
く
 

商

工
振
興
課
 

内
線

3
8
3
 

平
成
1
3年
2

・
3
月
に
2
5歳
未
満
の

若
年
者
を
新
規
に
雇
い
入
れ
、
平
成
1
3
 

年
1
月
に
申
請
を
し
な
か
っ
た
事
業
所

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

2
5歳
未
満
の
若
年
者
を
1
年
以
上
継

続
し
て
雇
用
し
、
事
業
所
の
労
働
者
が

増
え
て
い
る
な
ど
、
 一定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
場
合
、
雇
用
と
な
っ
た
若
年

者
1
人
に
つ
き
2
0万
円
を
市
か
ら
事
業

所
に
交
付
し
ま
す
。
 

ま
た
、
常
用
労
働
者
の
う
ち
6
0歳
以

上
で
定
年
退
職
し
た
者
及
び
6
0歳
以
上

で
自
己
都
合
に
よ
り
離
職
し
た
者
の
補

充
の
た
め
に
雇
用
し
た
場
合
、
事
業
所

の
常
用
労
働
者
の
数
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
若
年
者
1
人
に
 

つ
き
1
0万
円
を
交
付
し
ま
す
。
 

◇
申
請
期
間
 
1
0月
1
日
囲
、
3
1日
困
 

9
時
、
1
6時
 

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
 

◇
申
請
書
類
 

雇
用
奨
励
金
交
付
申
請
書
1
部

（
商
 

工
振
興
課
に
あ
り
ま
す
）
 

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

学
生
募
集
係
費
0
1
7
（
那）
5
7
2
7
 

◇
募
集
科
名
・
定
員
 

◇
応
募
資
格
 
平
成
1
4年
3
月
、
高
等
 

学
校
卒
業
見
込
み
の
方
ま
た
は
高
等
 

学
校
以
上
の
卒
業
者
 

◇
願
書
受
付
期
間
 

1
0月
1
0日
困

、
1
1月
6
日
因
 

◇
選
考
日
 

1
1月
1
5日
困
 

◇
選
考
方
法
 

筆
記
試
験
（
数学
・
国
語
）
、作
文
、
 

面
接
 

◇
選
考
会
場
 

青
森
市
大
字
野尻
字
今
田
4
31
1
 

稲
刈
り
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
わ
ら
焼

き
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
わ
ら
焼
き
の
煙

は
交
通
の
障
害
に
な
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
住
民
の
健
康
に
大
き
な
害
と
な
り

ま
す
。
眼
が
痛
い
、
の
ど
が
痛
い
、
咳

が
止
ま
ら
な
い
等
の
健
康
障
害
が
、
子

ど
も
た
ち
ゃ
老
人
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

農
家
の
皆
さ
ん
、子
ど
も
や
老
人
の

健
康
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
秋

晴
れ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
 

稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で
有
効
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
 

秋
の
特
設
 

行
政
相
談
所
の
開
設
 

市
民
課
 

内
線
2
2
0
・
2
2
1
 

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
行
政

（
国
、
 

県
、
市
）
に
関
す
る
苦
情
や
要望
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

行
政
相
談
員
が
無
料
で
秘
密
を
守
り

親
切
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
は
市
民
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
3日
因
 

1
3時

、
1
6時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

セ
ン
タ
ー
ポ
ッ
ポ
前
 

国
民
年
金
は
、
2
0歳
か
ら
6
0歳
に
な

る
ま
で
の
4
0年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
、
 

6
5歳
か
ら
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る

と
、
将
来
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
 

万
が
ー
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
も
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か

っ
た
期
間
が
あ
る
と
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

将
来
の
年
金
を
確
実
に
受
給
す
る
た

め
に
も
、
保
険
料
は
毎
月
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
も
、
年
金
係
⑧
番
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

国
民
健
康
保
険
証
は
 

届
き
ま
し
た
か
？
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

平
成
1
3年
1
0月
1
日
交
付
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
郵
送
に
よ
り
更

新
い
た
し
ま
し
た
が
、
お
受
け
取
り
に

な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
ら
つ
し
やら
な

い
世
帯
の
方
は
、
郵
便
局
で
置
い
て
い
 

っ
て
る
 
「郵
便
物
の
お
預
か
り
の
お
知

ら
せ
」
の
指
示
に
よ
り
、
自
分
に
適
し

た
方
法
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
郵
便
局
に
は
平
成
1
3年
1
0月
 

9
日
ま
で
保
管
し
ま
す
が
、
保
管
期
限

を
過
ぎ
た
保
険
証
は
す
べ
て
国
保
年
金

課
へ
返
っ
て
き
ま
す
。
 

平
成
1
3年
1
0月
1
0日
か
ら
の
更
新
は
、
 

古
い
保
険
証

（
古
い保
険
証
を
紛
失
し

た
方
は
印
鑑
）
を
持
参
し
て
、
市
役
所

国
保
年
金
課
⑥
番
窓
口
で
お
願
い
し
ま

す
。
 

み
ん
な
で
作
ろ
う

立
侵
武
多
 

立
侵
武
多

製
作
所
 

公
（
3
3)
3
5
4
0
 

現
在
平
成
1
2年
度
製
作
「
軍
配
」
の

修
復
作
業
中
で
す
。
続
け
て
1
3年
度
製

作
の
「
北
の
守
護
神
」
の
修
復
作
業
に

入
る
予
定
で
す
。
 

一
度
遊
び
が
て
ら
、
ま
た
見
学
を
兼

ね
て
立
侵
武
多
製
作
所
（
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
 

一
人
一
枚
、紙
貼
り
、
色
付
け
等
の

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
き
っ
と
良

い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
の
手
で立
侯
武
多
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
 

※
な
お
、
作
業
工
程
は
、
時
期
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
体
験
さ
れ
る
方

は
、
立
侵
武
多
製
作
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

科 	名 定員 期間 

電子機器科 20名 1年 

電気工学科 20名 1年 

イ
サ
 
ン

一
 
テ
ビ
 
リ
ス
 
ア

科
  

20名 1年 

建設システム
工学科 

20名 2 年 

《
 

r
 



あ
す
な
ろ
大
太
鼓
 

躍
動
隊
メ
ン
バ
ー
求
む
H
 

は
る
に
れ

団
地
 

分
譲
住
宅
の

募
集
 

建
築
住
宅
課
 

内
線
3
3
0
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
分
譲
担
当

容
0
1
7
(m
)1
6
2
7
 

     

。至
金
山
鍵
舞
舞

菅
 

   

     

     

     

 

至
市
内
 

 

禁学霞 

 

    

     

国 

稲わら 
ふリーでん無 

 

勿 

 

至金木 

に務 

稲わらふりーでん設置場所 

×
 

×
 

地
元
e
祭
り

（
虫
おく
り
、
立
伝
武

多
）
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
有
志
を
集

め
て
、
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
躍
動
隊
を
結

成
い
た
し
ま
し
た
。
躍
動
隊
に
入
り
た

い
方
は
、
佐
藤
ま
で
住
所
、
氏
名
、
自

宅
電
話
番
号
（F
A
X
含
む
）
、携
帯
等

の
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
出
演
回
数
 

6
月
 
虫
お
く
り
1
回
 

8
月
 
立
侵
武
多
5
回
 

◇
メ
ン
バ
ー
要
件
 

・

祭
り
好
き
な
方

（
粗暴
者
は
、
拒
否

し
ま
す
）
 

・

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

（1
8歳
未
満

の
方
は
、
親
の
承
諾
が
必
要
と
な
り

ま
す
）
 

◇
衣
装
 

自
費
で
購
入
で
す
が
、
詳
細
は
後
日
、
 

通
知
し
ま
す
。
 

◇
練
習
期
間
と
場
所
 

4
月
か
ら
7
月
の
図
書
館
休
館
日
の
 

1
8時
か
ら
1
9時
ま
で
図
書
館
前
で
行
い

ま
す
。
（
詳細
は
後
日
、
通
知
し
ま
す
）
 

◇
会
費
 
1
、
0
0
0
円
（
1
年
分
）
 

/
 

第
1
1回
五
所

川
原
市
 

武
道
演
武
祭
 

五
所
川
原
市
武
道
協
議
会
事
務
局

公
（3
4)
2
3
4
7
 
栗
田
 

●

1
0月
7
日
卿
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
 
体
育
館

◇
参
加
団
体
 
相
撲
、
剣
道
、
柔
道
、
 

弓
道
、
銃
剣
道
、
空
手
、
少
林
寺
拳

法
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
武
道
協
議
会

◇
後
援
 
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育
協

会
、
東
奥
日
報
社
、
陸
奥
新
報
社
、
 

青
森
放
送
、
青
森
テ
レ
ビ
、
N
H
K
 

青
森
放
送
局
、
青
森
朝
日
放
送

※
ご
観
覧
の
皆
様
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

及
び
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

市
民
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ
 

5
創
作
民
謡
を
うた
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎5
 

教
育
委
員
会
生
涯
 

学
習
課
 
内
線

5
5
6
 

●

1
0月
9
・
2
3日
・
1
1月
1
3・
2
7日
 

1
2月
1
1日
因
 
1
0時

、
1
2時
 

中
央
公
民
館
 

（
直接
お
出
か
け
く
だ
さ
い
）
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
講
師
 
長
尾
 
武
一
氏
（市
伝
統
文
 

化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

き
の
こ
展
示
会
を
開
催
しま
す
 

《
同
時開
催
》
き
の
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔
会
事
務
局
 

容
（
3
5)
2
1
1
1
内
線

4
0
5
 

●

1
0月
8
日
の
 
1
0時
、
1
6時

五
所
川
原
中
三
 
5
階
催
事
場

◇
鑑
定
 
松
井
 
和
雄
先
生
 

第
3
回

青
森
県
福
祉
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
 

西
北
五
レク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
 

買
販

o
4
3
5夜
問
ま
た
は
 

教
育
委員
会
指
導
課
若
松
 
内線
5
6
6
 

●

1
0月
2
1日
卿
 
1
0時

、
1
5時
1
5分

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 
「
介護
に
か
か
わ
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
考
え
方
や
方

法
に
つ
い
て
、
研
修
を
深
め
る
」
 

◇
内
容
 

●

講
義
 
「福
祉
分
野
にお
け
る
レ
ク
活
動
」
 

●

実
技
 
「ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ト
レー
ニ

ン
グ
」
・
「福
祉
レ
ク
ダ
ン
ス
」
 

●

実
習
 
「福
祉
分
野
で
e
Aク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ゲ

ー
ム
」
 

◇
対
象
 
福
祉
施
設
職
員
、
保
育
士
、
 

介
護
福
祉
士
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
 

福
祉
レ
ク
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、
 

レ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
め
ざ

す
人
 

◇
参
加
費
 
一
人
1
、
0
0
0
円
 

稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
開
催
 

農
政
課
  

内
線
3
5
3
 

家
庭
で
野
菜
や
花
を
栽
培
す
る
方
々

に
堆
肥
の
原
料
や
敷
き
わ
ら
と
し
て
稲

わ
ら
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
稲

わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
、
稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

《稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
》
 

●

1
0月
1
7日
困
、
な
く
な
り
次
第
終
了
 

9
時
、
1
6時
 

（
大
字
米
田
地
内）
 

《稲
わ
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
》
 

●

1
0月
1
7日
困
、
1
9日
岡
 

9
時

、
1
6時

（
野里
字
奥
野
1
0
0
)
 

※
稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
は
、
ほ
場
の
稲

わ
ら
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
稲
わ

ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
1
ロ

ー
 

ル

（2
0聴
）
を
3
0
0
円
で
販
売
し

ま
す
。
天
候
に
よ
り
日
程
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
ま
で

電
話
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ノ
 

）
」
霞
薫
鷺
難

「
 

至
市
内
 

至
市
内
 

×
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
次
の

と
お
り
分
譲
住
宅
の
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
 

◇
募
集
団
地
名
 

は
る
に
れ
団
地
 
一
般
分
譲
住
宅

積
立
分
譲
住
宅

◇
募
集
期
間
 
随
時
 

◇
選
定
方
法
 
先
着
順
 

◇
受
付
場
所
 
建
築
住
宅
課
 

※
な
お
、
当
公
社
か
ら
お
買
い
上
げ
さ

れ
る
方
の
た
め
に
、
比
較
的
有
利
な

条
件
で
自
己
資
金
の
調
達
が
で
き
る

よ
う
に
、
青
森
銀
行
、
み
ち
の
く
銀

行
と
提
携
し
た
青
森
県
住
宅
供
給
公

社
提
携
ロ
ー
ン
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

ノ
 

至
青
森
 

至
市
内
 

至
野
星
 

至
市
内
 

   

 

唾F 

  

JA - 

14- 

   

  

iAごしよ 

I混， 

 

／ソ
／
 
一
 

与
 

JA 
ごしよがわ
ら市本店 

      

  

至水野尾 

  

×
 

稲わらフリーマーケツト設置場所 

稲わら 
フリー子勿ト 
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一 一 

第2回粗大ごみ収集日程のお知らせ 

ご注意 
家電リサイクル法の施行によりェア主ぐ二乏セ上ぐ強蔵庫こ遊，濯麟は粗大ごみとして 

収集しませんので注意してください。 	
灘舞舞舞注与霧喜＝ 

収集月日 地 	区 ・ 町 	内 	会 	名 

10月22日（月） 中川地区 三好地区 

10月23日因 小曲・沼田・若葉第一・若葉第二‘若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄・新宮 
・新宮町・ニュータウン新宮・末広町・芭蕉 

10月25日困 寺町・岩木町・川端町・錦町・幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町・下平井町・
柏原町・東雲町・旭町・東町・大町・本町・元町・第一柳町・第二柳町・成田町 

10月29日（月） 
松島町1 -8丁目・十川町・青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎・尻無・一野坪 
・石畑・前落・中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳 

10月30日因 
平和町・日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町・湊団地・下り枝・湊・姥落・第一
船橋・猫測・菖蒲・三ッ谷 

11月1日困 みどり町 1~ 8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

11月 5 日（月） 
稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地・光ケ丘・みなみ広田・広平・七ッ館・虫流 
・ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

11月 6 日因 一ッ谷・一ッ谷団地・雛田・さっき町・鳥森・鎌谷町・布屋町・弥生町・新町・田町・栄町 

11月 8 日困 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

11月12日（月） 長橋地区 七和地区 

◆窓口申込締切日（全地区）】10月19日（金）まで 

◆i世帯につき、3品目までになります。 

◆粗大こみには必ず名札をつけて、収集日の朝8時までに出してください。 

   

※申込先 各町内会長または班長へお申込ください。 

各町内会の申込期限を厳守してください。 

●金属製やプラスチツク製の次に挙げるようなもの 

具体例）スチール製テーブル・スチ ル製イス・ストーブ・室内用灯油タンク（スチール製） ・スノーダ

ンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッキ・掃除機・自転車・バッテリー・ガステーブル・

スキー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとつ・米びつ など 
ノ 

●家電リサイクル法に定められている4品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機） 
●木製品・布製品・危険物・適正処理が困難な廃棄物（マツトレス等） 

具体例）エアコンーテレビ・冷蔵庫・洗濯機・木製テーブル・木製イス・タンス・じゆうたん・ふとん・

ソフアー・マツトレス・バイク・農機具／農業用資材・タイヤ・ドラム缶・ホームタンク（室外

用） ・ポリタンク・ガスボンベ・建築廃材・ブロック など 
＼一 

   

ノ 

    

⑨間い合わせ  よ、 環境対策課 内線231・233 
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みなさんの健康づくりをお手伝いします。 
保健協力員249名任命（任期】平成16年8月31日まで） 

町内会名 

虫 	流 

（
平
成

1
3
 

氏
細
 
名
好
 

靭

駆
 
松
白
 

月 1 日現在順ョ

町内会名 

桃 	崎 

て同・敬称略） 

氏 	名 

今 	春江 
駆
  
五
所

川
原
北
地
区
 

町内会名 

寺町・岩木町 
氏

一

＋
 
名
好
 

躯
  

町内会名 氏 	名 駆
 
一
 

平 	和 	町 戸沼永久子 

寺町・岩木町 尾崎 京子 一
 
 五
「
  

平 	和 	町 三浦 英子 器 みどり町 1・ 2丁目 伊藤 玲子 尻 	無 野呂 よね 

岩 	木 	町 斎藤 良子 所
川
盾
 

日 の 出 町 西村 澄江 旭
区
 

みどり町 1・ 2丁目 神 美恵子 局
一
 

尻 	無 荒関はっよ 

下 平 井 町 高橋 ュキ 不 	魚 	住 小野 はる みどり町 2丁目 葛西 明子 旭
区
 

石 	畑 小野 敬子 

下 平 井 町 服部 秀子 》
南
地
区
 

元 	町 山谷 テル みどり町 3丁目 小田桐良子 石 	畑 封馬 礼子 

柏 	原 	町 角谷 伸子 元 	町 木村 しえ みどり町 4 丁目 宮本 優子 一 	野 	坪 小野け象子 

柏 	原 	町 戸田千代子 元 	町 木村 	麗 みどり町 5丁目 伊藤麻起子 ― 	野 	坪 福士 ヒデ 

錦 	町 白戸喜美子 鎌 	谷 	町 寺田トシ子 みどり町 5丁目 工藤 麗子 中 	村 小野 哲子 

錦 	町 吉川 和子 鎌 	谷 	町 成田 満子 みどり町 7丁目 加藤 幸子 前 	落 山内 	幸 

幾 	島 	町 塚本ミドリ 鎌 	谷 	町 白戸いっ子 みどり町 8丁目 木村 貞子 馬 	性 伊藤まっ急 

幾 	島 	町 平山 宗子 ッ谷団地 演田 哲子 梅 	田 石岡 	京 上町‘寺町 平山 	京 

新宮‘末広町 佐藤 京子 島 	森 工藤ハル江 梅
沢
一
 

梅 	田 前田 節子 取
《
  

曙 	町 安田 早苗 

ニュータウン新宮 佐藤ゆり子 島 	森 米谷美智子 梅 	田 斎藤八千子 萌
一
 

長 	坂 平山 リッ 

新 	宮 	町 原 ミキエ 鳥 	森 斎藤 裕子 旭
区
 

中 	泉 成田サッエ 旭
区
 

北 下 派 立 坂本 玲子 

新 	宮 	町 蒔苗 光世 ノ1、 	重 	菊 吉田 梶子 中 	泉 大谷みや子 大 	正 	町 竹林 京子 

新 	宮 	町 原 	節子 田 	園 	町 福士 エミ 
長
一
 

浅 	井 笹森 セッ 五 	本 	松 三上 洋子 

蘇 	鉄 成田富士子 田 	園 	町 秋元 俊子 福 	山 土岐恵理子 北 	新 中谷まち象 

末 	広 	町 田漫以宇子 田 	園 	町 田中フミエ 価
一
 

福 	山 今 	和子 仲 	町 山中 みよ 

末 	広 	町 山中 みわ 新 	町 尾津 イサ 旭
区
 

豊 	成 白野 正子 坂 	ノ 	上 三橋 キク 

西 	若 	葉 石田 秀子 新 	町 高橋 芳枝 野 	里 八木橋ミサ子 南 	新 乳井 みし 

若 葉 第 一 三上てる子 第 1 柳 町 越田 	都 神 	山 松野 せっ 新町・大町 松野 和子 

若 葉 第 二 長岡ハチエ 第 2 柳 町 村上 文子 福 	岡 佐々木哲子 伝助町・下町 田中 久子 

若 葉 第 二 中川 幸子 成 	田 	町 三浦とも子 松 	野 	木 長尾 公子 中 	下 演舘 喬子 

若葉市営住宅 小島きみ急 川 	端 	町 楼井 照子 若 	山 清野 ムッ 下 	村 三戸 春江 

若葉県営住宅 小野 っ象 川 	端 	町 佐々木京子 石 	田 	坂 斉藤 京子 興隆・朝 日 太田 裕子 

若 	葉 	苑 山田 和子 川 	端 	町 三森 敬子 戸 	沢 間山ひろ子 興隆ー朝 日 鳴海 和子 

小 	曲 一戸 光子 本 	町 斎藤 君枝 戸 	沢 工藤 純子 下 	岩 	崎 其田まさ子 

小 	曲 相馬 良子 本 	町 鳴海 ヒナ 
七
和

一
 

俵 	元 外崎ュリ子 下 	岩 	崎 松本千衣子 

小 	曲 長洋 	生 青 	葉 	町 桜庭 美子 原 	子 伊藤富士子 上 一戸テイ子 

沼 	田 	町 川瀬紀美子 松島町 1丁目 後藤 閏子 原 	子 伊藤 良子 I〒 上 高橋 き裏 

沼 	田 	町 成田 	泉 松島町 2・ 3丁目 小山 愛子 旭
区
 

羽 野 木 沢 阿部 貞子 灯
J
l
 

 
上 渡漫ャッエ 

布 	屋 	町 一戸きよ象 松島町2'3丁目 松林 睦子 羽 野 木 沢 斉藤 茂子 把
区
 

下 高橋 佳子 

布 	屋 	町 白戸 せい 松島町 5 丁目 一戸 エッ 持 	子 	沢 三上 洋」二 下 竹谷 トキ 

弥 	生 	町 藤田 	霞 松島町 5 丁目 小野ケイ子 持 	子 	沢 三上 優子 下 成田 テル 

東 	町 小山 キエ 松島町 5 丁目 工藤 昭子 高 	野 葛西 栄子 下 前田きよ象 

大 	町 小山フミエ 松島町 6 丁目 北川 セッ 高 	野 福士三千代 福 	井 小笠原ヒエ 

大 	町 斉藤 良子 松島町 6 丁目 谷坂 裕子 高 	野 堀内 ウメ 鶴 	ケ 	岡 小野 秀子 

大 	町 高嶋 光子 松島町 6 丁目 鳴海みゆき 前 田 野 目 大坂 文恵 鶴 	ケ 	岡 洋田 愛子 

旭 	町 中畑留美子 松島町 7 丁目 岩測 登子 前 田 野 目 斉藤 友子 鶴 	ケ 	岡 洋田 京子 

旭 	町 成田 ッャ 松島町 8 丁目 岩測 せっ 川 	代 	田 工藤美保子 高 	瀬 木村 みき 

敷 	島 	町 伊藤 営子 松島町 8 丁目 寺田 敏子 松
島
一
 

野崎‘金山 村田 江子 高 	瀬 渋谷 友江 

敷 	島 	町 高橋 	麗 湊 	団 	地 神 はるみ 野崎・金山 渋谷 シャ 田 山形 シマ 

敷 	島 	町 成田 房江 千 	鳥 	町 椿原 とよ 四
区
 

悪戸・宮 田 渋谷トキエ 甲
川
一
 

種 	井 高橋リッコ 

雛 	田 	町 荒関トミコ二 千 	鳥 	町 佐々木江美子 悪戸・宮 田 高橋 サッ 中 	I自 外崎トシエ 

さ っ き 町 伊藤 	栄 湊 葛西せっ子 田 	中 高橋 洋子 旭
区
 

川 	山 	（下） 葛西 妙子 

さ っ き 町 工藤 トキ 宋
」
 
 

湊 平山 良子 水 	野 	尾 小坂 洋子 川 	山 	（中） 館山 ッエ 

さ っ き 町 松江レイ子 地
区
 

三 藤田 マサ 水 	野 	尾 小坂アキエ 川 	山 	（上） 奈良岡栄子 

東 	雲 	町 乗田 セッ 姥 	落 平山 孝子 米 	田 森田 淑子 沖 	飯 	詰 其田 初江 

上 平 井 町 辻 美千代 姥 	落 木村千鶴子 米 	田 工藤チヅ子 沖 	飯 	詰 秋田 ュッ 

上 平 井 町 藤元 チサ 猫 	測 藤田ミドリ 二 	本 	柳 千田さとみ 桜 	田 笠井 知子 

中 平 井 町 工藤ノリ子 稲 	実 一戸 	稔 石 	岡 寺田よし原 桜 	田 笠井のぶ子 

中 平 井 町 黒滝 松子 稲 	実 加藤 キヒ 唐 	笠 	柳 新井ュキ子 旭 	, 	新 田 長峰ムッノ 

中 平 井 町 高井ュキ子 稲 	実 山田 アッ 唐 	笠 	柳 山口 豊子 昆
沙
門
・

長
富
地
】
  

毘 	沙 	門 高谷リリ子 

平 	井 	町 小田桐とき急 米 	崎 葛西真紀子 吹 	畑 寺田 ヒサ 中 	崎 成田 啓子 

平 	井 	町 神 レイ子 稲 実 団 地 松谷 恵子 漆 太田 昭子 中野‘川端 福間 リャ 

下 平 井 町 磯挽 光子 稲 実 団 地 工藤 和子 漆 加藤 貴子 共 	栄 山口 栄子 

十 工藤 礼子 柳 	沼 遠藤 恵子 漆 小林 光子 中 	長 	富 笠井いく子 

十 古川 菊江 広 	田 一戸 幸子 漆 白川 キエ 中 	長 	富 山口 幸枝 

五
所川
原一
 

田 町・栄町 小野登志子 広 	田 成田キミエ 漆 神 	美和 区
  

下 	長 	富 高橋フク子 
田 町 ・ 栄 町 福間 悦子 藤 浦 団 地 渋谷かほる 漆 加藤喜美子 上 	長 	富 蛸島キヌョ 
田 町 ・ 栄 町 相川 嶺子 み な み広 田 三和っき子 漆 山本 良子 

南
地
 

 
~日 町一栄町 川村 良子 ひがし光が丘 小島 美鶴 太 	刀 	打 山形 里美 

区 
平 	和 	町 秋田谷信子 七 	ッ 	館 葛西 絹枝 桃 	崎 葛西 悦子 
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あなたも 
作ってみませんか 

簡単に、短時間に
できるメニュー 

◆ 	「男性の 

料.ン， 料理教室」ょり 
’ 	五所川原市食生活改善推進員会 
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健 康 相 談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内容…病気の相談、心の相談、血圧測定など保健婦 

が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

藻川コミュニテイ消防センター 10月 8 日卿 11 :00-12 :30 
森の家（若葉） 10月10日困 10 :00-12 :00 
富士見コミュニテイセンター 10月12日金 10 :30-12 :00 
コミュニテイセンターしきしま 10月15日（月） 13 :00-15 :00 

成人の相談日 

月 	日 時間 相 談 内 容 従事者 

★午前は健診結果相談です はっらっ 

10月10日 
10:00 
i 

健康結果の見方の説明、結
果から分かること、これか 

女性課 

困 12:00 ら気をっけた方が良いこと 保健婦・ 

にっいて、相談を受けます。 看護婦 

会場 

っ
u
 

に
J
  

1
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 

 

★午後は高脂血症の食事相 
働く婦人の 談です はっらっ 
家・保健セ
ンター 

高脂血症を今より、良くす
るためには、食事をどうし 

女性課 

たらよいか、相談を受けま 栄養士 

す。 

※血圧測定を希望する方は、午後の相談時間内にお越しください。 

※健康手帳及び健診結果をお持ちの方は、ご持参ください。 

※利用予定の方は、できるだけ事前にご予約ください。 

みんなの健康教室 

◆日 時・・・10月26日国 13時～14時まで 

◆場 所…保健センタ- 3階ホール 

◆講 師・・・蝦名 美穂先生 

（えびな調剤薬局薬剤師） 

◆テーマ・・・『くすりの飲み方について』 

◆主 催・・・北五医師会・市民保健協議会 

献血のご案内 

期 	日 時 間 場 	所 

.
 
．
 、

I
 
.
 
.
 
 

1
 
1
 
0
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 

 

NCアパレル株式会社 
藻川工場前 

協賛】五所川原市赤十字 

10月15日（月） 奉仕団 三好分団 

12 : 30 東北電力株式会社 
1 五所川原営業所前 

15 : 30 

『にんにくP芽といかの妙め物 I 

(21 1kUf 塩分l.Og) 

材 料（4人分） 

にんにくの芽 	 20 Og 

ねぎ 	 1/2本 

いか（正味） 	 200g 

油 	 大さじ3 

片栗粉 	 小さじ1/2 
チンノャオロ ス 

青根肉綜用レトルト素材 	 1/2箱 

干ししいたけ 	 3枚 

A「湯 	 カップ1 
AlIz/J 	ー 	 ノJノノ I 

L 中華スープの素 	 小さじ1 

酒 	 小さじ1 

作り方 

にんにくの芽…5センチに切る 

いか 	…輪切り、足は食べやすく切る。酒をふり

かけてしばらくおき、片栗粉をまぶす

干ししいた‘ナ・・・戻して千切り 

ねぎ 	・・・ななめ薄切り 

①中華鍋を熱し、油大さじ1でにんにくの芽を妙め、Aを
加え、ふたをして2-3分煮る。 

②中華鍋に油を大さじ2を足してしいたけとねぎを妙め、 
いかを加えて更に妙め、①を戻し、レトルト素材をから

めて仕上げる。 

猿医療当番医 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

10月 7日 日
  

図正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字
田町4-5 

34-3431 

10月 8 日 日
”
  

図守生会 

中村整形外科医院 

五所川原市字
一ッ谷160 

34 -33 15 

10月14日 日
  

てらだクリニック 
五所川原市大字
稲実字米崎122-17 

33-1200 

※ 1，対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34 -4999）で紹介します。 
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